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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第36期

第３四半期累計期間
第37期

第３四半期累計期間
第36期

会計期間
自平成29年１月１日
至平成29年９月30日

自平成30年１月１日
至平成30年９月30日

自平成29年１月１日
至平成29年12月31日

売上高 （千円） 14,764,093 17,049,926 19,765,310

経常利益 （千円） 1,884,571 2,155,341 2,516,923

四半期（当期）純利益 （千円） 1,261,503 1,431,633 1,744,749

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 2,199,210 2,199,210 2,199,210

発行済株式総数 （株） 15,070,800 15,070,800 15,070,800

純資産額 （千円） 14,849,975 16,423,363 15,334,249

総資産額 （千円） 17,521,836 19,643,329 18,203,609

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 83.71 95.00 115.78

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 83.64 94.87 115.67

１株当たり配当額 （円） 12.00 12.00 24.00

自己資本比率 （％） 84.6 83.3 84.0

 

回次
第36期

第３四半期会計期間
第37期

第３四半期会計期間

会計期間
自平成29年７月１日
至平成29年９月30日

自平成30年７月１日
至平成30年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 33.04 30.75

　（注）１. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

 　　　 ２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３. 持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

 

（１）業績の状況

　当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善により、景気は穏やかな回復基

調にあるものの、海外経済においては、米国のトランプ政権の保護主義的な経済政策に起因する諸問題で不透明な

環境が続く状況となっております。国内では、様々な業界で人手不足という課題が挙げられるほど人員確保が困難

になり、業務の効率化による生産性向上や労働環境改善のための働き方改革が強く求められております。

 

　こうした状況下、コンセプトである「ご馳走レストラン」の実現を目指し、お客様に「心地よいひととき」を過

ごしていただけるレストランとして、商品力とサービス力向上のために更なる磨きこみをかけてまいりました。

　昨年９月にスタートした「平日限定ランチメニュー」を継続する一方、商品面におきましては、ステーキハウス

としてのブランド力の向上を目指し、付加価値の高い「炭焼きやわらかヒレステーキ」等を順次導入いたしまし

た。

　販売促進面では、創業40周年記念企画として、ご愛顧いただいております顧客の皆様への感謝と新規顧客の開拓

のために「お客様大感謝祭」のキャンペーンを６月と９月に開催（６月：限定商品20%OFF、９月：全品20%OFF）い

たしました。

期間中の集客だけでなく、「ドリームスクラッチ」「ディナータイム10%OFFクーポン」を配付し、その後のお

客様の再来店のきっかけ作りも行った他、お子様の長期のお休み期間には、恒例のキッズクラブ向けの販売促進を

行いました。

店舗面におきましては、関東・東海・関西地区に展開する店舗網をより強固なものにすべく、平成30年９月30

日までに10店舗を出店し、店舗数は129店舗となり、当期15店舗出店を目標とする出店計画を着実に実行しており

ます。また、労務環境の改善と生産性の向上に向けて６月１日より全店の営業時間を23時までに変更いたしまし

た。

 

　以上の結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高170億49百万円（前年同期比15.5％増）、営業利益は21億

３百万円（同14.8％増）、経常利益21億55百万円（同14.4％増）、四半期純利益14億31百万円（同13.5％増）とな

りました。

 

（２）資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当第３四半期会計期間末の資産合計は196億43百万円（前事業年度末182億３百万円）となり14億39百万円増加い

たしました。その主な要因は、現金及び預金が８億76百万円及び新規出店等により有形固定資産が３億59百万円増

加したこと等によります。

（負債）

　当第３四半期会計期間末の負債合計は32億19百万円（前事業年度末28億69百万円）となり３億50百万円増加いた

しました。その主な要因は、短期借入金が１億49百万円及び賞与引当金が１億30百万円増加した一方、設備等の支

払いにより未払金が１億10百万円及び買掛金が33百万円減少したこと等によります。

（純資産）

　当第３四半期会計期間末の純資産合計は164億23百万円（前事業年度末153億34百万円）となり10億89百万円増加

し、自己資本比率は83.3％（前事業年度末84.0％）となりました。その主な要因は、四半期純利益の計上と配当金

の支払いにより利益剰余金が10億69百万円増加したこと等によります。
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（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題はありませ

ん。

 

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,520,000

計 22,520,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成30年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年10月25日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 15,070,800 15,070,800

東京証券取引所

名古屋証券取引所

各市場第一部

単元株式数100株

計 15,070,800 15,070,800 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年７月１日～

平成30年９月30日
－ 15,070,800 － 2,199,210 － 2,109,210

 

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成30年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成30年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 15,067,000 150,670 単元株式数100株

単元未満株式 普通株式　　　3,000 － －

発行済株式総数 15,070,800 － －

総株主の議決権 － 150,670 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式65株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成30年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社ブロンコビリー
愛知県名古屋市名東区

平和が丘一丁目75番地
800 － 800 0.00

計 ― 800 － 800 0.00

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成30年７月１日から平成30

年９月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成30年１月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期財務諸表

について、有限責任あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年12月31日)
当第３四半期会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,225,922 7,102,337

売掛金 222,273 233,408

商品及び製品 99,192 84,046

原材料及び貯蔵品 348,898 398,932

その他 240,089 324,135

流動資産合計 7,136,376 8,142,861

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 5,953,093 6,417,984

構築物（純額） 650,169 713,377

工具、器具及び備品（純額） 773,434 787,040

土地 1,627,348 1,627,348

その他（純額） 554,450 372,439

有形固定資産合計 9,558,496 9,918,191

無形固定資産 141,951 150,945

投資その他の資産   

差入保証金 1,027,320 1,070,198

その他 339,463 361,132

投資その他の資産合計 1,366,784 1,431,331

固定資産合計 11,067,232 11,500,468

資産合計 18,203,609 19,643,329

負債の部   

流動負債   

買掛金 581,328 548,068

短期借入金 108,036 257,538

リース債務 13,662 13,662

未払金 925,911 815,513

未払法人税等 375,518 422,565

賞与引当金 39,377 169,413

販売促進引当金 20,594 20,553

その他 261,925 427,520

流動負債合計 2,326,354 2,674,835

固定負債   

リース債務 197,209 186,962

資産除去債務 325,684 343,731

その他 20,110 14,435

固定負債合計 543,004 545,130

負債合計 2,869,359 3,219,965
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年12月31日)
当第３四半期会計期間
(平成30年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,199,210 2,199,210

資本剰余金 2,109,210 2,109,210

利益剰余金 10,974,110 12,044,064

自己株式 △1,052 △1,444

株主資本合計 15,281,480 16,351,041

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 16,587 18,516

評価・換算差額等合計 16,587 18,516

新株予約権 36,181 53,805

純資産合計 15,334,249 16,423,363

負債純資産合計 18,203,609 19,643,329
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
(自　平成29年１月１日
　至　平成29年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成30年１月１日
　至　平成30年９月30日)

売上高 14,764,093 17,049,926

売上原価 4,064,617 4,657,005

売上総利益 10,699,475 12,392,920

販売費及び一般管理費 8,866,796 10,289,066

営業利益 1,832,679 2,103,854

営業外収益   

受取利息 2,366 2,262

受取配当金 1,152 1,139

受取賃貸料 26,586 27,992

受取保険金 3,586 1,887

協賛金収入 46,000 46,711

その他 1,729 3,038

営業外収益合計 81,420 83,032

営業外費用   

支払利息 272 282

賃貸費用 22,212 23,178

その他 7,043 8,083

営業外費用合計 29,528 31,545

経常利益 1,884,571 2,155,341

特別損失   

固定資産除売却損 4,408 8,233

減損損失 29,455 13,447

特別損失合計 33,864 21,680

税引前四半期純利益 1,850,707 2,133,660

法人税、住民税及び事業税 630,874 760,154

法人税等調整額 △41,671 △58,126

法人税等合計 589,203 702,027

四半期純利益 1,261,503 1,431,633
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【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自 平成29年１月１日
至 平成29年９月30日）

当第３四半期累計期間
（自 平成30年１月１日
至 平成30年９月30日）

減価償却費 602,317千円 675,088千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成29年１月１日　至　平成29年９月30日）

１．配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年１月17日

取締役会
普通株式 165,771 11 平成28年12月31日 平成29年２月28日 利益剰余金

平成29年７月14日

取締役会
普通株式 180,841 12 平成29年６月30日 平成29年９月１日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成30年１月１日　至　平成30年９月30日）

１．配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年１月16日

取締役会
普通株式 180,840 12 平成29年12月31日 平成30年２月27日 利益剰余金

平成30年７月13日

取締役会
普通株式 180,839 12 平成30年６月30日 平成30年９月３日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期累計期間（自平成29年１月１日 至平成29年９月30日）及び当第３四半期累計期間（自平成30年

１月１日 至平成30年９月30日）

　　当社は、飲食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎　は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自 平成29年１月１日
至 平成29年９月30日）

当第３四半期累計期間
（自 平成30年１月１日
至 平成30年９月30日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 83円71銭 95円00銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 1,261,503 1,431,633

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 1,261,503 1,431,633

普通株式の期中平均株式数（株） 15,070,115 15,069,963

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 83円64銭 94円87銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 13,080 20,279

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ

た潜在株式で、前事業年度末から重要な変動が

あったものの概要

－ －

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　中間配当に関する事項

　　　平成30年７月13日開催の取締役会において、当期中間配当につき、次のとおり決議いたしました。

　　　①中間配当による配当金の総額　　　　　　　　　　　　　 180,839千円

　　　②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 12円00銭

　   ③支払請求の効力発生日および支払開始日　　　　　　平成30年９月３日

　　　（注）平成30年６月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年10月25日

株式会社ブロンコビリー

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 山田　昌紀　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 豊田　裕一　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ブロン

コビリーの平成30年１月１日から平成30年12月31日までの第37期事業年度の第３四半期会計期間（平成30年７月１日から

平成30年９月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成30年１月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ブロンコビリーの平成30年９月30日現在の財政状態及び同日をもって

終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）　１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２　ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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